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日本骨髄バンク 

「登録する前日はドキドキして 
 　　　　   眠れませんでした」 

登
録
し
よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
、友
人
が
白
血
病

を
発
症
し
て
し
ま
い
、骨
髄
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
い
る
ド

ナ
ー
さ
ん
か
ら
骨
髄
移
植
を
受
け
た
こ
と
で
し
た
。
そ
の

後
、順
調
に
回
復
し
普
通
に
生
活
で
き
る
と
思
っ
た
矢

先
に
再
発
し
て
し
ま
い
、今
年
２
回
目
の
骨
髄
移
植
を

受
け
、現
在
も
闘
病
生
活
を
続
け
て
い
ま
す
。
応
援
の
言

葉
を
伝
え
る
こ
と
し
か
で
き
ず
、私
に
何
か
で
き
る
こ
と

は
な
い
か
と
毎
日
思
っ
て
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
私
と
白

血
球
の
型
が
合
え
ば
一
番
良
い
の
で
す
が
、「
登
録
し
た
」

と
い
う
行
為
で
闘
病
中
の
友
人
が
心
強
く
感
じ
て
く
れ

た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
テ
レ
ビ
局
に
勤
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、骨
髄
バ
ン
ク

の
番
組
を
自
ら
企
画
し
、局
内
で
声
を
か
け
た
と
こ
ろ
、

い
ろ
い
ろ
な
部
署
の
人
が
協
力
し
て
く
れ
、放
映
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
身
を
お
く
人
間
と

し
て
、少
し
で
も
多
く
の
人
に
骨
髄
バ
ン
ク
に
興
味
を
持

っ
て
も
ら
え
る
き
っ
か
け
を
作
れ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。
私
の
周
り
で
も
ド
ナ
ー
登
録
を
し
た
人
が
増
え
て

き
て
い
ま
す
が
、ま
だ
全
国
的
に
認
知
さ
れ
て
い
な
い
部

分
が
あ
り
ま
す
。
移
植
を
待
っ
て
い
る
患
者
さ
ん
の
こ
と
、

見
ず
知
ら
ず
の
人
に
自
分
の
骨
髄
を
提

供
す
る
ド
ナ
ー
さ
ん
が
い
る
こ
と

を
伝
え
て
い
く
必
要
性
を
強

く
感
じ
て
い
ま
す
。 

特 集 

有楽町献血ルームにて 

注射が苦手なので、ドナー登録する前日は 

ドキドキしてなかなか眠れませんでした。 

いざしてみると、そんな思いが恥ずかしくなるくらい簡単でした。 



日本では毎年約6,000人、白血病などの血液難病の患者さんが発病しています。 

そのうち骨髄移植を必要とする患者さんは、毎年約2,000人です。 

骨髄バンクに登録している国内の患者さんのうち、 

適合するドナーが1人もみつからない方は1割、実際に移植を受けることができる方は約半数です。 

この特集を通じて、ドナー登録者の皆さまにも骨髄移植という治療法を理解していただくことで、 

1人でも多くの患者さんに生きるチャンスが広がっていくと思っています。 
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骨髄移植は 
患者さんの大きな 
希望です 

骨
髄
に
は
、血
液
を
つ
く
り
だ
す
も
と
の
細
胞（
造

血
幹
細
胞
）が
あ
り
、血
液
細
胞
の
赤
血
球
、白
血

球
、血
小
板
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。 

病
気
な
ど
の
理
由
で
、こ
の
3
種
類
の
血
球
が

正
常
に
つ
く
ら
れ
な
い
場
合
に
、患
者
さ
ん
の
骨
髄

を
健
康
な
人（
ド
ナ
ー
）か
ら
提
供
さ
れ
た
骨
髄
に

置
き
か
え
る
治
療
方
法
が
骨
髄
移
植
で
す
。こ
の

移
植
は
、骨
や
臓
器
の
移
植
で
は
な
く
、骨
髄
液
を

静
脈
か
ら
点
滴
で
入
れ
る
こ
と
で
す
。 

骨髄移植の基礎知識 

 

ドナー  

骨 髄 液  

血球には3種類あり、 
骨の内部にある 
スポンジ状の骨髄で 
作られています。 

赤血球 

白血球 

血小板 

患者さん 
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骨髄移植が有効な病気 

移植成功のポイント！ 

他に、骨髄異形成症候群、悪性リンパ腫、先天性免疫不全症、代謝異常などがあります。 

どんな症状？ 

顔色が悪くなり、息切れ、疲れ、
だるさが出てくる 

あざができたり、血が止まり 
にくくなる 

ばい菌などを退治できなくなり、
風邪をひきやすく、熱が出る 

全身が痛くなる 

赤血球には、A・B・AB・Oの血液型がありますが、白血球にも型があります。 
これをHLA型といいますが、この型の組み合わせは数万通りあります。 

HLAの合う確率 
両親からその半分ずつを遺伝子に受け継ぎます。兄弟姉妹間では4

分の1の確率で一致しますが、親子ではまれにしか一致せず、他人同

士では、数百～数万人に1人という低い確率になります。 

だから骨髄バンク 
血縁者に提供者のいない患者さんを救うため

に骨髄バンクが生まれました。骨髄バンクは、

血縁関係のない患者さんとドナーの仲介役を

果たします。 

赤血球が 
不足 

血小板が 
不足 

白血球が 
不足 

白血球が 
増えすぎる 

誰でも骨髄液を 
提供できるわけではありません 

白血病 

再生不良性貧血 

血液をつくる細胞の異常でがん化した血液が増え、 
正常な血液がつくられなくなる 

血液をつくる細胞の機能が低下し、 
血液成分が極端に少なくなる 

a c a d b c b d

a b c d

骨髄移植は、 
抗がん剤などの薬では 

完治がむずかしいと思われる 
患者さんに行う有効な 
治療方法です。 

患者さん ドナー  

骨髄バンク 
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骨髄移植は、副作用と合併症により大きな苦痛を伴う治療です。 
患者さんは、移植を決意するときに、命がけで取り組む覚悟をして臨みます。 

移植を受ける患者さんの闘病生活 

※紹介した事例は医療施設によって異なる部分が多いため、一つの例としてお読みください。 

治療で脱毛してしまうので、多くの患者さんは髪を短くし入院
してきます。また、感染症にかからないよう、うがいや手洗い等
の衛生面で気をつけなければなりません。 

骨髄移植の約1週間前から無菌室に入ります。患者さんは前
処置により、自分では血液をつくれない状態となり、感染しやす
くなるため無菌室はとても清潔に保たれています。 

放射線の照射 
全身へ2日間で4回照射 

骨髄移植をした方が再発

の確率が少ないと聞いて、

まだ子供ですし、これからの

ことを考えて決意しました。

ＨＬＡ型が非常にまれという

ことだったので、ドナーさん

がみつかっただけでも幸せ

でしたし、最終同意をもらえ

たときは本当に嬉しかった

です。移植後は感染症など不安な面もありますが、1日でも早く元気

になってくれることを祈るばかりです。退院したら、外で遊ばせてあげ

たいと思っています。（玲子さん談） 

５年前から投薬を続けてい

ましたが、症状を抑えてい

るだけで、だんだん効かな

くなってきたので骨髄移

植に踏み切りました。適合

するドナーさんがなかなか

見つからず長い間待って

いましたが、やっと提供し

てもらえることになりました。

ドナーさんには本当に感謝しています。今後、不安な面もありますが、

前向きに考えて治療に取り組みたいと思います。退院後は、妻と一緒

に海外旅行に行きたいですね。 

大森雅之くん（患者さん本人）・玲子さん（母） 柳田雄司さん（患者さん本人）・寛子さん（妻） 

入院 
前処置 

大量の抗がん剤の投与 
点滴で投与 

Point!

Point!

Point!

男女とも不妊になる
確率が高いため、生
殖器には鉛を置いて
照射を防ぐ場合があ
ります。 

CVカテーテルという管から 
投与しています。 

入院が長期になるので 
気分転換になるグッズを準備しています。 
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骨髄移植は患者さんの大きな希望です 

別の病院に入院しているドナーは全身麻酔下で腸骨から
骨髄液を採取されます。採取後すぐに患者さんの病院ま
で骨髄液が運ばれます。 

骨髄液を通常の輸血と同
じように、点滴で数時間か
けて静脈から注入されます。
数時間かかり、終わるのが
深夜になることもあります。 

皮膚を清潔に保つため、1日1回きれ
いに掃除されたシャワーかお風呂に
入る 

家族のみに面会は制限され、感染予防の
ため必ず手洗いとマスクを付ける。生花や
果物のお見舞い品は禁止 

子供の患者さんは、入院中は院内学
級に通う 

ドナーから 
採取 

シャワー 院内学級 

面　会 

入院中の生活 

「
白
血
病
」
や
「
悪
性
リ
ン
パ
腫
」
な
ど
の

血
液
の
病
気
は
、以
前
は
不
治
の
病
と
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、近
年
骨
髄
移
植
に
よ
っ
て

治
癒
す
る
例
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
病
気
に

よ
っ
て
は
、化
学
療
法
や
免
疫
抑
制
剤
な
ど

で
治
癒
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
が
、骨
髄
移

植
で
し
か
治
癒
を
望
め
な
い
患
者
さ
ん
も

多
く
い
ま
す
。 

ド
ナ
ー
が
見
つ
か
っ
た
だ
け
で
病
気
が
治
る

と
思
う
人
も
多
い
で
す
が
、骨
髄
移
植
は
、身

体
的
精
神
的
に
大
き
な
苦
痛
を
伴
う
治
療
で

す
。
退
院
ま
で
の
道
の
り
は
一
言
で
は
言
い
表

せ
ま
せ
ん
。
患
者
さ
ん
は
、そ
の
こ
と
を
十
分

に
納
得
し
、勇
気
あ
る
決
断
を
し
て
移
植
に

臨
み
ま
す
。 

患
者
さ
ん
は
、移

植
の
前
に
1
〜
2

週
間
か
け
て
、大
量

の
抗
が
ん
剤
投
与

と
全
身
の
放
射
線

照
射
を
受
け
、血
液

を
つ
く
る
細
胞
を

破
壊
し
ま
す
。こ
の

治
療
が
始
ま
る
と
、

も
う
後
戻
り
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
も

し
健
康
な
ド
ナ
ー
か

ら
骨
髄
液
が
提
供

さ
れ
な
い
と
、致
命

的
な
状
態
に
陥
っ
て

し
ま
い
ま
す
。 

患
者
骨
髄
機
能 患者の骨髄 ドナー由来の骨髄 

骨髄移植 
前 処 置 

移植食といわれる食事で、なまもの禁
止の加熱処理をしたもの 

食　事 

激しい吐き気や口内炎が伴い、食事が困難になり、
脱毛も起こる 

副作用 

うがいや手洗いを1日何回も行い、感染症の
予防をする。特に歯磨きは重要で、歯科衛生
士のブラッシング指導を受ける病院もある 

衛　生 

脱毛 

食事困難 

マスク 

手洗い 

手洗い 

歯磨き 

うがい 果物 

生花 

Point!

Point!

ドナーと血液型が違う場合、赤血
球あるいは血しょうを取り除く処
理をします。 

採取部分 

移植 
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本当の闘いは移植後から・・・ 

GVHDについて 

骨髄移植の成功は、「生着」と言われ、 

移植が行われてから約2～4週間後に、新しい骨髄が根付き、 

正常な血液をつくりはじめることを意味します。 

移植後も患者さんはまだ安心できません。 

移植した骨髄液からつくられる白血球には、ウイルスや

細菌の感染から体を守る免疫細胞があります。この細

胞が移植を受けた患者さんの体を、なかなか新しい主

人として認識せず、自分自身の体を攻撃するGVHDと

いう病気が起こります。重症化すると命にかかわる合併

症です。 

移植後約6ヶ月間は 
厳重な注意が 
必要！！ 

　 

退
院
後
の
生
活 

患
者
さ
ん
は
退
院
後
も
再
発
の

可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、定
期
的

に
病
院
へ
通
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

移
植
後
1
年
を
過
ぎ
る
と
、健
康
な

時
と
変
わ
ら
な
い
状
態
に
な
る
方
が

ほ
と
ん
ど
で
す
が
、慢
性
の
Ｇ
Ｖ
Ｈ
Ｄ

が
起
こ
る
と
、日
常
生
活
で
さ
ま
ざ

ま
な
障
害
が
生
じ
ま
す
。
口
の
痛
み

や
違
和
感
、ド
ラ
イ
ア
イ
、皮
膚
の
乾

燥
や
こ
わ
ば
り
、呼
吸
困
難
、下
痢

な
ど
の
症
状
で
す
。 

前
処
置
で
放
射
線
照
射
を
行
う
た
め
、子
供
の
場
合
は
成
長
障
害
や
、

男
女
と
も
高
い
確
率
で
不
妊
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、精
神
的

後
遺
症
、結
婚
や
就
職
な
ど
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
で
は
、た
だ

生
命
を
救
う
だ
け
で
な
く
、そ
の
後
の
生
活
も
重
視
す
べ
き
だ
と
考
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

　 

ド
ナ
ー
へ
の
お
手
紙 

骨
髄
バ
ン
ク
で
は
、患
者
さ
ん
か
ら
ド
ナ
ー

へ
手
紙
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、

患
者
さ
ん
及
び
ド
ナ
ー
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
と
、骨
髄
バ

ン
ク
事
業
の
公
平
さ
を
保
つ

た
め
、相
手
の
住
所
・
氏
名
な

ど
は
お
知
ら
せ
で
き
ま
せ
ん
。

手
紙
の
交
換
は
、移
植
後
1

年
以
内
で
、2
回
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

感染症について 
患者さんは、前処置や移植後のGVHD予防のための

免疫抑制剤によって、免疫機能が極端に低下するので、

移植後2～3ヵ月までの期間はウイルスや細菌感染症が

起こりやすくなります。多く見られるのが口内炎で、ひど

いと食事もできなくなります。また、肺炎や腸炎なども発

症するケースもあります。無菌室で過ごしますが、手洗い・

うがい・歯磨きなどの衛生管理にも必要以上に気をつ

けなければなりません。 

手のひら、足裏、顔に出現 

水様性または血が 

混じる下痢 

全身が黄色くなり（黄疸）、 

だるくなる 

皮疹 

下痢 

肝障害 
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中央骨髄データセンターのホームページから 
バンクニュースの宛名に記載しているアクセスコードと生年月日、メールアド
レス（変更専用ホームページのアドレスが返信されてきます）を入力し、ログ
インします。 
返信メールの変更専用ホームページで、「ワンタイムパスワード（返信メー
ルに記載されています）」と生年月日を入力すると、登録内容変更ページに
なります。 

※骨髄移植推進財団にお電話またはメールでお問い合わせいただいても、登録内容変更はできません。 

当財団ではドナー登録者の個人情報を管理していないため、上記にあるいずれかの方法でお手続きをお願いします。 

http://www.bmdc.jrc.or.jp/

バンクニュース同封のはがきから 
はがきに必要事項をご記入の上、ご郵送の場合は、個人情報
保護のため、同封の目隠しシールを貼ってお送りください。 
なお、FAX連絡用紙も兼ねています。投函せずそのままFAX
（03-5534-7520）でご連絡いただいても結構です。 

アクセスコード 

骨髄移植は患者さんの大きな希望です 

よ
り
多
く
の
患
者
さ
ん
を
救
う
た
め
に 

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す 

皆さまの 
ちょっとしたご配慮で、 
患者さんを救えることが 

あります。 

現
在
、多
く
の
方
に
ド
ナ
ー
登
録
し

て
い
た
だ
き
、患
者
さ
ん
へ
移
植
で
き

る
数
も
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。し
か

し
、ド
ナ
ー
の
様
々
な
ご
事
情
で
約
50

％
の
割
合
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
が
終
了

に
な
っ
て
い
ま
す
。
最
も
多
い
の
は
「
健

康
上
の
理
由
」
で
す
が
、「
連
絡
が
と

れ
な
い
」
や
「
都
合
が
つ
か
な
い
」
と
い

う
場
合
は
、事
前
に
住
所
変
更
の
手

続
き
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、未
然

に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、妊

娠
が
判
明
し
た
り
、出
産
後
授
乳
期

の
方
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

159,571人 44,120人 366,809人 9,850組 8,715人 

Ｈ
Ｌ
Ａ
検
索 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト 

最終同意面談数 移植実施数  確認検査済みドナー数 HLA適合ドナー数 ドナー登録者累計数 

ドナー登録に関する適格性チェックリスト 

□ 仕事が忙しく休むことができない 

□ 海外に長期間赴任したり留学する 
　 予定がある 

□ 妊娠中または出産後1年未満である 

□ 現在病気療養中または服薬中である 

□ 引越しをして住所や電話番号が 
　 変わった 

□ 結婚して苗字が変わった 

□ 携帯番号が変わった 

□ がんや膠原病などの大きな病気を 
　 発症した 

□ 椎間板ヘルニアの手術をした 

□ エイズやマラリアなどの感染症に 
　 かかった 

提供したドナーは 
全体の 

約2.4％ 

コーディネート終了を 
少しでも減らすため、 
 ご協力をお願いします。 

登録内容変更手続きをお願いします 

上記のチェックにあてはまる方は… 

登録内容の変更 
登録取消 登録保留 

ドナーのコーディネート状況 （平成4年から平成19年9月までの累計数） 
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平成19年9月末現在 

各種の統計につきましては、ホームページで公開しています。 
http://www.jmdp.or.jp/about_us/genkyou/index.html

日本骨髄バンクの現状 

年齢・男女 

移植患者の状況 

非血縁者間骨髄移植の状況 

国際協力の現状 

8,715件 

提供者の状況 8,718件 

疾　患 

入院日数 年齢・男女 

1,3681,368

1,127

204

46

657

102

2

312

3

3

18

0

2

10

1

871871

急性骨髄性白血病 

急性リンパ性白血病 

慢性骨髄性白血病 

骨髄異形成症候群 

その他の白血病 

骨髄増殖性疾患 

リンパ系悪性腫瘍 
※形質細胞性腫瘍 

固形腫瘍 

再生不良性貧血 

発作性夜間血色素尿症 

先天性造血障害 

EBV感染関連 

血球貧食症候群 

先天性代謝異常 

原発性免疫不全症 

その他の疾患 

※登録疾患の表示方法が変更となり、これまでの多発性骨髄腫を形質細胞性腫瘍と表示しています。 

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500

611

122

4

2

72

2

3

260

0

14

14

14

60

78

5

125

314

小児1,700人（15歳以下） 
成人7,015人 

2,142

人 

1,443

943

0～5歳 
192人 

6～15歳 
443人 

16～25歳 
554人 

26～35歳 
572人 

36～45歳 
613人 

56～65歳 
189人 

66歳以上 
11人 

46～55歳 
480人 

0～5歳 
278人 

6～15歳 
641人 

16～25歳 
886人 

26～35歳 
894人 

36～45歳 
849人 

56～65歳 
333人 

66歳以上 
17人 

46～55歳 
800人 

20歳代 
1,463人 

30歳代 
2,346人 

40歳代以上 
1,528人 20歳代 

1,260人 

30歳代 
1,291人 

40歳代以上 
830人 

6日 
446人 

3日 
564人 

7日以上 
95人 

海外 
150人 

5日 
1,320人 

4日 
6,143人 

＊   1人でも適合したドナー候補者が見つかった患者の数。 
＊＊その他の国と地域は累計のみ掲載します。提供内訳は香港6件、英国2件、オランダ1件、オーストラリア1件、ブラジル2件、ドイツ3件、ベルギー2件、カナダ1件、シンガポール1件、フランス1件。 

 2007.7～9 ～2007.9末 

 海外ドナーから国内患者へ 登録患者数 全抗原適合＊ コーディネート数 移植数 累計移植数 

 NMDP（米国） 7 6 5 0 110 

 BTCSCC（台湾） 7 3 5 2 27 

 KMDP（韓国） 7 2 1 0 13 

 計 －  150 

 国内ドナーから海外患者へ 登録患者数 全抗原適合＊ コーディネート数 提供数 累計提供数 

  NMDP（米国） 22 16 22 0 10 

  BTCSCC（台湾） 0  0 0 0 0 

  KMDP（韓国） 72 47 52 1 128 

  その他の国＊＊ － － － 2 22 

 計   －  160

→　　　　　　　　 日本 

日本　　　　　　　　 → 

今年から中国が加わりました。 
詳しくはP.10をご覧ください。 

慢性骨髄性白血病は 
現在ではよく効く薬が出たため 
移植は激減しています。 

逆に移植が増えている疾患は 
骨髄異型成症候群です。 

最近では、 
高齢者の移植が 
増えています。 

男性 4,698人 

女性 3,054人 

男性 5,337人 女性 3,381人 
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ドナー登録してから、10回引っ越しをしました！ 
～16年目で提供しました～ 

昭
和
63
年
に
医
師
と
な
り
、
白

血
病
や
再
生
不
良
性
貧
血
の
患
者

さ
ん
の
主
治
医
に
な
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
骨
髄
移
植
で
治
療
可

能
で
あ
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、ま
だ
公
的
骨
髄
バ
ン
ク
が
な

く
、患
者
さ
ん
の
ご
家
族
が
ド
ナ
ー

を
探
し
て
い
る
よ
う
な
状
態
で
し
た
。

「
治
療
法
が
あ
る
の
に
、シ
ス
テ
ム
が
整
っ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
助

か
ら
な
い
患
者
さ
ん
が
い
る
」
と
い
う
矛
盾
を
感
じ
、平
成
4
年
か

ら
厚
生
省（
当
時
）に
勤
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
最
初
の
配
属

先
で
は
骨
髄
バ
ン
ク
の
設
置
に
向
け
て
準
備
を
行
っ
て
お
り
、私
自

身
が
直
接
、そ
の
業
務
に
携
わ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、こ
れ
で
よ
り
多
く
の
患
者
さ
ん
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
は
ま
ず
自
分
か
ら
と
、年

休
を
取
っ
て
ド
ナ
ー
登
録
に
行
き
ま
し
た
。 

登
録
し
て
か
ら
16
年
目
の
提
供
で
、や
っ
と
選
ば
れ
た
と
い
う

感
じ
で
す
。
全
身
麻
酔
を
患
者
さ
ん
に
か
け
た
こ
と
は
あ
り
ま
す

が
、自
分
が
麻
酔
を
か
け
ら
れ
る
こ
と
は
初
め
て
の
体
験
で
し
た
。

提
供
後
は
少
し
疲
れ
や
す
い
感
じ
が
あ
り
ま
し
た
が
、そ
れ
も
数

日
で
な
く
な
り
ま
し
た
。
骨
髄
採
取
か
ら
1
週
間
後
に
、以
前
か

ら
予
定
さ
れ
て
い
た
社
員
旅
行
に
参
加
し
ま
し
た
。 

仕
事
柄
転
勤
が
多
く
、登
録
し
て
か
ら
10
回
住
所
が
変
わ
っ
て

い
ま
し
た
。か
な
り
粘
り
強
い
性
格
の
よ
う
で
、し
つ
こ
く
住
所
変

更
を
し
て
い
た
お
か
げ
で
、今
回
の
提
供
に
結
び
つ
い
た
と
実
感

し
て
い
ま
す
。 

長
い
間
、骨
髄
バ
ン
ク
か
ら
連
絡
が
こ
な
い
と
ド
ナ
ー
登
録
し
た

こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
う
人
も
い
る
の
で
し
ょ
う
。で
も
、骨
髄
提
供

の
意
思
表
示
を
し
た
人
は
、登
録
し
た
当
初
の
気
持
ち
が
途
切

れ
な
い
よ
う
に
、転
居
の
際
に
は
必
ず
住
所
変
更
を
し
て
ほ
し
い

で
す
ね
。 

私
の
提
供
し
た
骨
髄
液
も
、患
者
さ
ん
に
粘
り
強
く
定
着
す
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

提供者インタビュー  

金井　要さん 
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新しい「骨髄バンク推進全国大会｣を来年2月9日（土）開催 

例年、10月の骨髄バンク推進月間に合わせて開催していた「骨

髄バンク推進全国大会｣は来年2月9日（土）に東京・御茶ノ水に

ある池坊お茶の水学院にて開催いたします。これに合わせて「全

国大会実行委員会」を発足し、新しい全国大会に向けて準備を

進めています。 

実行委員会には支援団体等の外部の方々にもメンバーとなって

おり、企画を検討しています。大会形式も従来とは違ったものとな

る予定で、内容においては一般の方々やドナー登録者の皆さま

が興味を抱き、足を運んでいただけるものを目指しています。さら

に来年度以降の開催場所については関東以外での開催も検討

しています。新しい全国大会にご期待ください。 

「骨髄バンク推進月間」 全国各地で登録会・イベント開催 

10月は国が定める「骨髄バンク推進月間」です。骨髄移植を待

つ患者さんのために一人でも多くの方にドナー登録をしていただ

くため、全国でドナー登録を呼びかけるイベントや登録会が行わ

れました。ドナー登録をしていただいた方はじめ、関係者・機関の

皆さまのご協力に感謝いたします。 

「骨髄バンク推進月間チャリティーイベント」 

10月８日、東京・新宿アルタ前で「骨髄バンク推進月間チャリティ

ーイベント」（東京新都心ライオンズクラブ・東京21世紀ライオ

ンズクラブとの共催）が開催されました。イベント前日にドナー登

録をしたテレビ東京の大江麻理子アナウンサー（今号巻頭のイ

ンタビューもお読みください）と元患者さんとのトークショー、街頭

募金活動や献血＆ドナー登録会も行われました。 

「第40回東京モーターショー2007　骨髄バンクドナー登録会」 

10月26日～１１月11日に千葉の幕張メッセで「第40回東京モータ

ーショー2007」が開催され、約140万人のモーターファンが訪れ

る盛況振りでした。開催期間中の17日間にわたり、献血会場が

設けられ献血とドナー登録会も行われました。行政やボランティ

アの方々のご協力もあり、たくさんの方にご登録をいただきました。 

Events

中国骨髄バンクと提携 

News

日本骨髄バンクは9月24日に中国骨髄バンク（Chinese Marrow 

Donor Program：CMDP）と提携し、10月29日より相互検索業

務を開始しました。ＣＭＤＰのドナー登録者は9月末で約68万人で

す。この提携により両国の移植希望患者は、それぞれのバンクに

登録するドナー登録者データへの検索が可能となり、今後のＨＬ

Ａ照合・適合の機会の増大が期待されます。 

日本骨髄バンクでは、アメリカ・台湾・韓国等の海外の骨髄バン

クと提携しており、すでに日本から160人の骨髄液が、海を渡り海

外の患者さんへ提供されました。また、海外からも日本の150人

の患者さんに提供されています。各国の国際提携が進むことに

より、国内でドナーが見つからない患者さんにとって移植のチャン

スが広がります。 

第40回東京モーターショー2007　骨髄バンクドナー登録会 

骨髄バンク推進月間チャリティーイベント 

日本赤十字社からのお詫び 
この度、検索用データベースの不具合により、保留期限が

過ぎた一部の登録ドナーの方々の保留解除処理が行われず、

移植を待つ患者様に適合検索の情報が適切な時期に報告

されなかったことが判明しました。患者様及び登録ドナーの

皆様方には多大なご迷惑をお掛けしたことを深くお詫び申し

上げます。また、特にご迷惑をお掛けした方々には、個別にご

連絡をさせていただいております。 

日本赤十字社　血液事業本部 

中央骨髄データセンター長　　田所　憲治 

なお、詳細は当財団ホームページの「What’s new」 

（http://www.jmdp.or.jp/）をご覧ください。 
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トピックス 

スポーツ界からの支援が続々 

Support

■読売巨人軍 
7月13日～15日、骨髄バンク支援「命のアサガオ（※1）・シリーズ」

と銘打った3連戦が東京ドームで行われました。東京ドーム内には

5月に選手と東京・文京区の小学生が種まきをしたアサガオが展

示され、特設ステージでは上原浩治投手が登場し、アサガオの種

がファンの方々にプレゼントされました。3連戦の始球式には、ア

サガオを育てた文京区の小学生（第1戦）、骨髄移植を受けられ

ずに10歳で亡くなったお兄ちゃんの代わりにマウンドに立った7歳

の少年（第2戦）、そして骨髄移植を受けて元気になった元患者

さん（第3戦）が日替わりで始球式を努めました。 

さらに今シーズンは東京ドームだけではなく地方遠征試合でも各

地の支援団体のご協力をいただき、普及啓発活動としてリーフ

レットなどを配布しました。 

また、11月23日にはファン感謝イベント「ジャイアンツ・ファンフェ

スタ2007」にて、G-BAND（※2）の収益金をご寄付いただきました。 

（※1）白血病の闘病の末、7歳で亡くなった新潟在住の少年が生前に育てていたア
サガオ。その種が人々に受け継がれ、全国各地で花を咲かせています。 

（※2）骨髄バンク支援のために巨人軍が制作したリストバンド。収益金はすべて骨
髄バンクに寄付されます。 

■阪神タイガース 
前号でも紹介しましたが、阪神タイガースの藤川球児投手に「困

っている人の力になりたい！」という思いでドナー登録していただ

きました。そのことがきっかけとなり、7月29日骨髄移植を受けて

元気になった少年が甲子園球場で行われた始球式のマウンド

に立ち、藤川投手は自らキャッチャーを務めました。球場の来場

者には、骨髄バンクを応援するメッセージ入りの藤川投手のポ

ストカードも配布される等、骨髄バンクのPRが行われました。また、

球場近くのダイエー甲子園店では献血とドナー登録会や登録を

呼びかけるイベントが行われ、たくさんの方にドナー登録してい

ただきました。 

■バレーボールＶリーグ 
11月2日に開幕した「FIVBワールドカップ2007」で活躍した日本バ

レーボールチーム。その選手が所属するトップリーグであるVリーグ

の支援が、今年度もスタートします。12月8日～4月6日まで、全国各

地でプレミアリーグ及びチャレンジリーグの試合が行われます。各試

合会場では、ドナー登録を呼びかけるチラシやVリーグのシールが配

布され、ファイナルラウンドではドナー登録会も予定されています。 

また、29号にご出演いただいた堺ブレイザーズの中垣内祐一監

督に続き、先日元全日本選手の青山繁さんにもドナー登録してい

ただき、応援メッセージをいただきました。 

（詳しくは＞＞＞http://www.donorsnet.jp/ 

 「この人にインタビュー」に掲載する予定です） 

始球式を終えた少年を激励する原辰徳監督（第2戦） 

甲子園で行われた始球式の様子 

前回のファイナルラウンドで行われたトークショー 



骨髄バンク提携クレジットカードのご案内 
クレジットカードによるお支払額の0.5%が骨髄バンクに寄付される骨髄バンクサポー
ターカード。寄付金なしの一般会員と、年会費として毎年3,000円を寄付するサポータ
ー会員、毎年１万円を寄付する特別会員があります。骨髄バンクカードには、この３種類
のNICOSカードのほか、各VISA付きカードがあります。 

入会申込書を70120-377-465までご請求ください。 

クイズに答えて賞品をGET!!

Q.今号の特集は、『骨髄移植は患者さんの大きな○○です』 
○の中に入る文字を当ててください。 

編  集  後  記 

応 募 締 切  

【PC】http://www.donorsnet.jp/news31/ 
にアクセスし、必要事項を記入の上、お申し込みください。 

※当選者の発表は商品の発送をもってかえさせていただきます。 

【携帯】送り先のメールアドレスにpresent@donorsnet.jpを入力し、 
件名を「プレゼント応募」として必要事項（①クイズの答え②郵便番号 
③住所④電話番号⑤名前⑥年齢⑦A賞・B賞・C賞どちらを希望するか 
⑧ご意見・ご感想）を明記の上、送信してください。 

平成20年1月10日（木）まで 
応 募 方 法  

1. 郵便振替 
郵便振込用紙で、最寄りの郵便局からお振込みをお願いします。手数料は当財
団負担となります。 

2. 銀行振込 
①70120‐377‐465までお電話ください。 
みずほ銀行本支店間での手数料が無料になる専用振込用紙をお送りします。 

②イーバンク銀行 
http://www.jmdp.or.jp/reg/help_us/how_to.html 

24時間入出金が可能なイーバンク銀行をご利用いただけます（手数料無料）。
なお、事前に口座の開設が必要です。 

3. クレジットカード募金 
①お電話で 
ご使用になるカードをお手元にご用意のうえ、70120‐377‐465まで
お名前・ご住所・電話番号・カード番号・カードの有効期限・ご寄付の金額をお
知らせください。 

②インターネットから 
http://www.jmdp.or.jp/reg/help_us/how_to.html 
NTTコミュニケーションズの電子決済サービス「CoDenペイメント」を使用した
インターネットの決済サービスです。お申し込みいただいた金額をご使用のカー
ド会社の規約に従って、通常のカードご利用と同様に口座から振り替えさせて
いただきます。 

今号の特集は骨髄移植ということで、入院して
いる患者さんを取材しました。現場で働く医師

や看護師の姿や、移植時の緊張感など、非常に貴重な体験をすることができ
ました。私も取材中に風邪をひくと患者さんの命に関わると思い、体調管理に
気をつけていました。取材にご協力していただいた皆さまに心から感謝いたし
ます。これからも皆さまに有益な情報をお届けしたいと思っております。（タ） 
バンクニュースに関するご意見・ご感想をお聞かせください。 
お問い合わせ先＞＞＞webmaster@jmdp.or.jp

 

お問い合わせ・資料請求は 

日本骨髄バンク 
70120-445-445

http://www.jmdp.or.jp/

骨髄バンクの運営は、国庫補助金などの公的資金のほか、 
患者さんの負担金と皆さまからの寄付によって支えられています。 

募 金 の お 礼 とお 願 い  

皆さまの善意をお寄せください 

Present

A賞 

B賞 

C賞 『Little DJ ～小さな恋の物語～』 クリアファイル・・・・・・・・・・・・ 20名様 

『Little DJ ～小さな恋の物語～』 
ペア鑑賞券・・・・・・・・・・・・・・・・ 5名様 

I n f o r m a t i o n

なんでも探検隊長のアヤトです。
骨髄バンクのイベント開催時には、
たくさんの方々にご協力いただ
きました。ご参加いただいた皆さ
まに深く感謝申し上げます。来
年も引き続き、イベントの際にお
手伝いをしていただけるなんで
も探検隊の隊員を募集します。 

まずは説明会にご参加ください。説明会は平成20年１月と2月に開催予
定です。会場は東京となります。 

※ご応募は東京、千葉、神奈川、埼玉在住の方に限ります。 
※今後のお知らせはメールで行なうので、パソコンか携帯のメールアドレスを 
　お持ちの方に限ります。 
※昨年ご応募いただいた方は、再度お申し込みの必要はありません。 

●会場内での 
   チラシ配布 
●イベントのときに 
　配布するチラシの封入 
　　　　　　　　   など 

B賞 

C賞 

なんでも探検隊の隊員を募集します！ 

  説明会参加方法  （いずれかの方法でお申し込みください） 
 パソコンから 

ハガキから 

http://www.donorsnet.jp/nandemo2008/

住所、氏名、年齢、職業、連絡が取れる電話番号、メールアドレスを 
ご記入の上、下記の住所までお送りください。 

〒101-0054  東京都千代田区神田錦町3丁目19番地 廣瀬第2ビル7F 
骨髄移植推進財団　広報渉外部「説明会参加希望」係 

永田琴監督のインタビューはドナーズネットに掲載しております。 
詳しくはhttp://www.donorsnet.jp/をご覧ください。 

Little DJ ～小さな恋の物語～ 
平成19年12月15日より全国ロードショー 

野球とラジオのDJが大好きな少年・
太郎は突然入院した海辺の病院で
お昼の放送のDJをすることになった。
言葉を伝えることに喜びを感じはじめ
た太郎が、病院で出会った少女・た
まきに伝えたかった本当のこととは…。 

キャスト：神木隆之介　福田麻由子 
広末涼子　佐藤重幸　村川絵梨　 
松重豊　三石研　賀来賢人　小林克也　西村尚美　石黒賢　原田芳雄 

監督：永田琴　脚本：三浦有為子・永田琴 
原作：鬼塚忠（「Little DJ ～小さな恋の物語～」ポプラ社刊） 
医事監修：財団法人骨髄移植推進財団 

©2007 Little DJ film partners
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Little DJ  
オフィシャルサイト 

～小さな恋の物語～ http://www.little-dj.com/

こんなことをお手伝い 
してもらいます 

ご参加 

お待ちし
てます！ 

『ペット大集合！ポチたま』 
週めくり卓上カレンダー 2008 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3名様 

詳細は までお電話ください。 
（インターネットからご覧いただくこともできます） 

70120‐377‐465預金口座振替依頼書による 
自動払込利用が可能になりました。 


